
回
想現

在
の
「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
は
昭
和
三

十
九
年
、
愛
知
県
水
産
試
験
場
内
水
面
分

場
鳳
来
養
魚
場
が
開
設
さ
れ
、
平
成
六
年

ま
で
冷
水
性
魚
類
の
試
験
研
究
が
行
わ

れ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
開
設
の
経
緯
は

昭
和
三
十
七
年
か
ら
県
事
業
と
し
て
中

山
間
地
帯
営
農
振
興
対
策
の
一
環
と
し

て
山
村
養
魚
「
ニ
ジ
マ
ス
の
養
殖
」
の
奨

励
を
図
り
、
昭
和
三
十
九
年
に
は
養
鱒
業

者
は
五
十
経
営
体
ま
で
急
進
展
し
た
。

水
産
試
験
場
の
役
割
と
し
て
ニ
ジ
マ

ス
の
孵
化
稚
魚
を
民
間
養
殖
業
者
に
種

苗
と
し
て
供
給
、
ま
た
は
人
工
採
卵
や
孵

化
技
術
の
普
及
指
導
を
行
っ
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
観
光
ブ
ー
ム
が
到
来
、

民
宿
や
山
里
の
旅
館
な
ど
で
焼
魚
や
フ

ラ
イ
と
し
て
料
理
に
、
ま
た
渓
流
釣
り
な

ど
も
各
地
で
人
気
を
博
し
た
。

(

舜)

は
昭
和
三
十
九
年
開
設
以
来
、
同

五
十
六
年
ま
で
の
十
七
年
間
、
冷
水
魚
の

試
験
研
究
に
携
わ
っ
た
。
開
設
当
時
は
県

道
も
土
道
で
輪
道
が
三
本(

オ
ー
ト
三

輪)

の
で
こ
ぼ
こ
道
で
あ
り
、
眼
下
に
見

え
る
千
枚
田
入
口
付
近
を
黒
塗
り
の
乗

用
車
が
見
え

る
と
「
県
の
偉

い
さ
ま
」
が
来

た
と
、
そ
れ
か

ら
お
茶
を
沸

か
し
て
も
充
分
間
に
合
っ
た
。

十
七
年
間
、
見
聞
き
し
た
こ
と
を
脳
裏

か
ら
引
き
出
し
て
み
る
と
、
鞍
掛
山
の
植

林
さ
れ
た
幼
木
の
間
に
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン

マ
イ
が
生
え
、
昼
休
み
に
採
り
に
行
っ
た

り
し
た
が
、
今
は
木
材
の
低
迷
で
放
置
林

化
さ
れ
湧
水
も
当
時
を
比
べ
れ
ば
三
分

の
一
に
減
少
し
て
い
る
。
ま
た
、
夏
目
武

さ
ん
や
高
橋
直
己
さ
ん
は
七
十
～
八
十

㍍
下
の
田
ん
ぼ
か
ら
索
道
で
稲
を
運
び

上
げ
、
大
稲
架
に
か
け
た
り
し
て
い
た
。

四
谷
の
千
枚
田
を
囲
む
大
代
、
身
平
橋

集
落
の
有
志
は
県
の
助
成
を
受
け
「
鞍
掛

山
麓
こ
ど
も
む
ら
」
を
開
村
、
賑
わ
い
を

見
せ
た
こ
と
も
あ
る
。

徒
歩
で
通
勤
途
中
に
与
良
木
の
原
田

初
男
さ
ん
や
大
代
の
梶
村
譲
吉
さ
ん
が

発
破
を
仕
掛
け
田
ん
ぼ
の
畝
町
に
精
を

だ
し
て
お
り
、
昔
の
話
を
い
ろ
い
ろ
聞
か

せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
初
男
さ
ん
か
ら
与

良
木
も
今
年

(

四
十
年)

か
ら
盆
の
跳
ね

込
み
は
中
止
だ
と
聞
か
さ
れ
た
。
ま
た
、

こ
の
時
分
棚
田
の
田
ん
ぼ
は
何
枚
あ
る

か
と
興
味
を
抱
き
、
数
え
た
と
こ
ろ
千
二

百
九
十
六
枚
で
あ
っ
た
が
、
数
え
る
度
に

枚
数
が
違
っ
た
の
に
は
往
生
し
た
。
四
十

一
年
に
は
長
篠
合
戦
の
ぼ
り
ま
つ
り
が

始
ま
り
、
長
篠
城
主
奥
平
貞
昌
は
「
タ
ニ

シ
」
と
「
セ
リ
」
で
飢
え
を
し
の
い
で
城

を
守
っ
た
と
い
う
伝
説
か
ら
東
海
自
然

歩
道
監
視
員
を
務
め
た
身
平
橋
の
村
雲

恒
夫
さ
ん
が
「
タ
ニ
シ
」
を
奉
納
、
現
在

は(

舜)

が
引
き
継
い
で
い
る
。
四
十
六
年
、

コ
メ
余
り
対
策
の
一
環
と
し
て
減
反
施

策
が
施
行
さ
れ
、
年
二
割
の
減
反
を
五
年

間
強
い
ら
れ
稲
作
転
換
、
休
耕
地
が
否
応

な
し
に
進
ん
だ
。
今
、
知
名
度
も
そ
こ
そ

こ
と
な
り
、
千
枚
田
を
訪
れ
る
人
々
が
植

林
や
梅
林
に
転
作
、
花
木
を
奨
励
さ
れ
、

植
え
た
も
の
の
採
算
が
合
わ
ず
放
置
化

さ
れ
た
場
所
を
見
て
、「
も
っ
た
い
な
い
」

と
か
勝
手
な
造
言
を
聞
く
が
、
や
め
る
に

は
止
め
る
事
情
が
あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
、

棚
田
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
報
に
寄
稿
し
た

と
こ
ろ
「
棚
田
の
番
長
」
な
る
ニ
ッ
ク
ネ

ー
ム
を
頂
い
て
し
ま
っ
た
。
同
年
、
仏
坂

ト
ン
ネ
ル
開
通
。
今
ま
で
行
き
止
ま
り
の

地
で
あ
っ
た
連
谷
地
区
に
ト
ン
ネ
ル
開

通
に
よ
り
風
穴
が
開
き
、
閉
鎖
的
根
性
が

開
か
れ
た
も
の
と
解
釈
し
た
が
、
は
て
さ

て
。
東
海
自
然
歩
道(

鳳
来
～
足
助)

開
通
、

こ
の
時
、
朝
日
新
聞
女
性
記
者
は
「
夕
日

が
最
も
美
し
い
場
所
」
と
評
価
頂
い
た
が
、

今
は
杉
ヒ
ノ
キ
が
育
ち
見
る
影
も
な
い
。

な
お
、
仏
坂
か
ら
鞍
掛
山
の
コ
ー
ス
は
当

初
、
尾
根
づ
た
い
の
予
定
で
あ
っ
た
が
、

立
ち
会
っ
た
山
主
達
は
結
構
な
高
齢
だ

っ
た
こ
と
と
、
山
火
事
を
恐
れ
、
楽
な
県

道
を
選
ん
だ
経
緯
が
あ
る
。
四
十
七
年
、

豊
鉄
バ
ス
大
代
線
運
行
。
四
十
九
年
、
七

夕
豪
雨
、
未
曽
有
の
大
雨
で
時
間
雨
量
百

ミ
リ
を
超
し
千
枚
田
が
滝
と
な
る(

三
日

で
七
百
三
十
ミ
リ)

。
海
老
中
町
に
信
号

機
設
置
さ
れ
る
。
五
十
一
年
、
大
林
～
真

菰
河
川
改
修
完
成
。
五
十
三
年
、
町
道
真

菰
大
林
線
竣
工
。
五
十
四
年
、
稲
目
ト
ン

ネ
ル
開
通
。
五
十
六
年
、
連
谷
会
館
開
設
。

六
十
年
、
豊
鉄
バ
ス
大
代
線
廃
止
。
六
十

二
年
、
地
区
組
別
演
芸
大
会
開
催
。
六
十

三
年

車
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が
豊
橋

と
な
る
。
そ
し
て
、
昭
和
は
終
わ
っ
た
。

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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卒
業
論
文
協
力
へ
の
礼
文

ご
無
沙
汰
し
て
お
り
ま
す
、
名
古
屋
大

学
の
伊
藤
で
す
。
棚
田
に
つ
い
て
の
卒
業

論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
、
無
事
に
卒
業
が

確
定
し
た
こ
と
を
ご
報
告
し
ま
す
。
小
山

さ
ん
に
は
忙
し
い
時
間
の
中
で
研
究
に

協
力
し
て
く
だ
さ
り
、
本
当
に
感
謝
の
気

持
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
だ
け
で
な
く
、
論
文
に

関
し
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
あ
り
が
た
か

っ
た
で
す
。
小
山
さ
ん
の
協
力
な
し
に
は

論
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
県
庁
職
員

と
し
て
関
わ
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
そ
の
際
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

卒
業
論
文
は
要
約
版
を
後
日
遅
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
四
谷
の

千
枚
田
の
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
っ
て
お

り
ま
す
。

名
古
屋
大
学

文
学
部
四
年

伊
藤
悠
介

ア
ジ
ェ
ン
ダ
２
１
市
民
会
議

三
月
十
三
日
、
新
城
市
役
所
に
お
い
て

表
題
の
会
議
が
開
催
さ
れ
、
保
存
会
と
し

て
参
加
し
た
。

事
例:

黄
柳
野
地
区
で
は
過
疎
対
策

と
し
た
休
耕
田
の
解
消
に
現
在
一
、
二
㌶

の
水
田
管
理
を
行
っ
て
い
る
が
、
会
員
の

高
齢
化
を
危
惧
し
て
い
る
よ
う
だ
。

梅
の
花
香
る
山
里

川
売
の
梅
・
千
枚
田
の
梅
。
方
瀬
の

梅
・
副
川
の
梅

昭
和
三
十
七
年
、
海
老
駐
在
所
の
寺
本

忠
男
巡
査
が
「
こ
の
土
地
に
は
梅
が
適
し

て
い
る
。
私
の
在
所
・
和
歌
山
県
日
高
郡

南
部
川
村
は
梅
の
産
地
で
あ
る
か
ら
一

度
見
に
行
っ
た
ら
」
、
と
誘
わ
れ
川
売
の

夏
目
与
一
、
横
畑
孝
好
、
大
林
の
古
田
友

七
、
身
平
橋
の
村
雲
順
一
、
方
瀬
の
原
田

浩
、
丁
塚
の
加
藤
久
雄
、
副
川
の
小
林
信

一
、
坂
神
元
さ
ん
た
ち
が
海
老
農
協
の
坂

神
辰
雄
さ
ん
を
案
内
役
と
し
て
鳳
来
タ

ク
シ
ー
二
台
で
寺
本
巡
査
の
在
所
に
一

泊
、
先
進
地
視
察
を
行
っ
た
。

視
察
を
終
え
た
一
行
は
白
加
賀
、
長
束
、

小
梅
の
苗
五
十
本
を
各
自
で
注
文
、
翌
年

に
植
え
た
の
が
こ
の
地
の
梅
の
栽
培
の

始
ま
り
で
あ
る
。
そ
の
後
、
旧
海
老
町
の

農
家
も
盛
ん
に
梅
を
植
え
、
大
儲
け
し
た

り
、
共
同
で
梅
加
工
場
も
経
営
し
た
。

川
売
は
梅
の
花
が
綺
麗
だ
と
い
う
こ

と
で
カ
メ
ラ
マ
ン
や
観
光
客
が
大
勢
訪

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。(

舜)

は
「
川
売
の

梅
と
猿
岩
」
を
東
京
都
美
術
館
に
出
展
、

現
在
も
そ
の
作
品
は
山
び
こ
の
丘
伝
承

館
に
展
示
し
て
あ
る
。
ま
た
、
「
に
ほ
ん

の
里
１
０
０
選
」
（
朝
日
新
聞
主
催
）
に

四
谷
の
千
枚
田
と
川
売
の
梅
の
二
箇
所

を
応
募
し
た
が
、
千
枚
田
は
落
選
、
川
売

が
１
０
０
選
に
入
っ
た
。
朝
日
新
聞
に
応

募
条
件
が
「
人
の
営
み
が
作
っ
た
豊
か
な

自
然
と
景
観
」
～
一
年
を
通
し
て
絶
え
間

な
く
人
が
来
る
場
所
～
と
な
っ
て
お
り
、

千
枚
田
は
一
年
を
通
し
て
人
が
来
る
が
、

川
売
は
梅
の
花
の
時
期
だ
け
だ
か
ら
無

理
を
承
知
で
一
応
コ
メ
ン
ト
を
書
い
て

応
募
し
た
結
果
、
本
命
の
四
谷
の
千
枚
田

が
落
選
、
川
売
の
梅
が
「
に
ほ
ん
の
里
１

０
０
選
」
に
選
定
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

和
歌
山
県
を
紹
介
し
た
寺
本
巡
査
と

視
察
に
行
っ
た
当
時
の
篤
農
家
達
が
各

集
落
へ
奨
励
し
た
か
ら
こ
そ
、
梅
香
る
山

里
と
な
っ
た
こ
と
に
は
間
違
い
な
い
。

今
後
の
予
定

・
四
月
五
日(

金)

、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場

新
人
・
幹
部
社
員
研
修

(

三
十
五
名)

当
日
は
七
日
に
行
わ
れ
る
奥
三
河
パ

ワ
ー
ト
レ
イ
ル
に
全
国
規
模
で
参
加
す

る
選
手
た
ち
に
心
地
よ
い
大
会
会

場
の
設
営
、
環
境
整
備
活
動
を
研
修
の
一

環
と
し
て
計
画
。

な
お
、
横
浜
ゴ
ム
新
城
工
場
の
皆
さ
ん

は
別
グ
ル
ー
プ
を
仕
立
て
、
「
ふ
れ
あ
い

広
場
」
か
ら
「
仏
坂
」
ま
で
の
沿
道
の
整

備
、
清
掃
活
動
に
地
域
貢
献
の
一
環
と
し

て
協
力
を
申
し
出
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

・
四
月
七
日(

日)

、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ル
四

谷
エ
イ
ド
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
協
力
。

当
日
は
、
保
存
会
が
母
体
と
な
り
、
参

加
選
手
、
家
族
、
ス
タ
ッ
フ
等
、
一
千
人

規
模
の
接
待
・
応
援
を
行
い
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
協
力
で
大
会
を
成
功
さ
せ

た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

案
山
子

二
体

行

平
成
三
十
一
年
四
月
一
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二


